
© 2017 TOHOKU UNIVERSITY２０１８年１月１０日更新版

を活かす製品コンセプトデザインと経営戦略を活かす製品コンセプトデザインと経営戦略
優れたものづくり日本優れたものづくり日本優れたものづくり日本優れたものづくり日本



22

正解が分かっていた時代、知識偏重・効率性重視の教育に支えられ、日本の優れた技術力は目標に向かってその力を
存分に発揮した。しかし基本的な必要性が満たされ、さらに何を作ればいいのか不透明になった現在、高度経済成長
期以降の仕組みが制度疲労を起こしている。高度な技術力を顧客の求める価値に繋げるためには、作ったものを売
れる商品とするマーケティング力、企画力、概念化力を基礎とした深い洞察力や新たな商品コンセプトによる製品
シェアの延伸が必要になる。このことは、日本企業全般に当てはまるが、特に優れた技術力を持つ下請け部品メーカー
にとっては、脱下請けの道を切り拓く好機にもなりうる。

一方、急激な人口減少に伴い国内需要が減退する中、日本のものづくりは、グローバル市場での需要に応えることが
求められるが、グローバル市場は顧客ニーズが多様でその変化も激しく、新製品も急速に成熟化・陳腐化する上、
コスト競争力を維持することも難しい。これは、新製品開発リスクが増大することを意味し、従来とは異なる技術開
発・製品開発の戦略と体制が求められている。

さらに、あらゆるモノがインターネットに繋がるIoT の進展に伴い、製造業の様相が根本的に変わり、マス・カスタマ
イゼーションが可能となるとともに、製造コストの大幅な削減を主眼におくスマートファクトリーへの取組みも始まっ
た。またビッグデータ解析およびAI技術の製品開発への活用も期待されている。このような急速な環境変化により、
かつて威力を発揮した日本のものづくりは構造的な課題に直面し、難しい舵取りが迫られている。 

このような中、我が国として、ものづくりを価値創造※1に繋げるための戦略とマーケティング力、企画力、概念力、実
行力等を兼ね備えた人材教育が求められ、これを如何に構築していくかが大きな課題である。すなわち、顧客を起点
とする製品コンセプトデザインと経営戦略を、未来を見据えて設計し実践できる人材と先端的試作の場が必要であ
る。

プロジェクト理念プロジェクト理念

東北大学は、創立以来の｢実学尊重｣の理念に基づく強みを活かし、工学研究科技術社会システム専攻が中心になり、
経済学研究科の強力な支援体制の下、価値創造に繋げるためのものづくりの戦略と体制および教育方法はいかに
あるべきかを明らかにする。その上で、大学研究者・学生・企業技術者が未来の産業創造とものづくり経営の変革
に向かうための方法を策定し、協働企業とともにその実現を目指す。具体的には、

(1)  産学連携インフラの構築：ソフトインフラとして問題意識を共有する企業との共同研究講座や対話の場※2、ハー 
 ドインフラとして産学一体となったオープンラボ、事業化を企図した「先端的試作研究」の場や産学共創の場※3 
 を構築し、優れたものづくりに関する戦略を描くとともに、技術的・経営的側面からの支援を行う。 

(2)  急速な環境変化に対応できる技術・製品戦略と体制に関する研究：日本の優れたものづくり技術と技術者の 
 矜持を価値創造に繋ぐ（結びつける）ため、グローバル市場での最先端の技術・製品戦略と体制の在り方を大 
 学主導で策定し、発信する。 

(3)  ものづくり戦略人材の教育：(1)、(2)を活用して実施するPBL教育をもとに、新しい概念のものづくりと社会変 
 化に対応する戦略に挑戦できる人材の発掘と育成の方法を策定し、実践する。

こうして、経営感覚を身に付け、かつ、技術・製品開発の戦略を構築できる企画力豊かな人材が、組織内外と協働して、
ブランド力の高い優れたものづくりの戦略と体制を我が国に根付かせるとともに、得られた方策と知見を新興国を含
めた諸外国に向けて発信し、敬愛される国づくりに貢献する。  
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東北大学は、創立以来の｢実学尊重｣の理念に基づく強みを活かし、工学研究科技術社会システム専攻が中心になり、
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に向かうための方法を策定し、協働企業とともにその実現を目指す。具体的には、

(1)  産学連携インフラの構築：ソフトインフラとして問題意識を共有する企業との共同研究講座や対話の場※2、ハー 
 ドインフラとして産学一体となったオープンラボ、事業化を企図した「先端的試作研究」の場や産学共創の場※3 
 を構築し、優れたものづくりに関する戦略を描くとともに、技術的・経営的側面からの支援を行う。 
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 矜持を価値創造に繋ぐ（結びつける）ため、グローバル市場での最先端の技術・製品戦略と体制の在り方を大 
 学主導で策定し、発信する。 

(3)  ものづくり戦略人材の教育：(1)、(2)を活用して実施するPBL教育をもとに、新しい概念のものづくりと社会変 
 化に対応する戦略に挑戦できる人材の発掘と育成の方法を策定し、実践する。

こうして、経営感覚を身に付け、かつ、技術・製品開発の戦略を構築できる企画力豊かな人材が、組織内外と協働して、
ブランド力の高い優れたものづくりの戦略と体制を我が国に根付かせるとともに、得られた方策と知見を新興国を含
めた諸外国に向けて発信し、敬愛される国づくりに貢献する。  

※1 価値創造とは、「人の豊かな未来と幸福に資するものづくりとはいかなるものであるべきか」という問いを何よりも大切にする、ということに基づく。 　
※2 産業競争力懇話会（COCN）のような対話の場を想定する。 　　　
※3 産学連携センター（仮称）を想定し、ものづくりのマーケティングを共同で実施する。

プロジェクト理念プロジェクト理念



44

プロジェクト概要プロジェクト概要
社会的課題

解決の方法

東北大学の強み

プロジェクトの効果

組織体制

グローバル化時代のものづくりは、機能的価値を高めてもすぐに技術レベルが追い付か
れ、安いコストでシェアを奪われやすい。一方、日本は高い技術力により高付加価値の製
品を開発しており、機能的価値のみに頼らない新たなものづくり体制を構築すればシェ
アを拡大できる力がある。今後はそのような製品開発を実現する人材教育や体制を構築
し、さらにはエネルギー問題等の社会的課題にも対応していく必要がある。

グローバル化時代のものづくりは、機能的価値を高めてもすぐに技術レベルが追い付か
れ、安いコストでシェアを奪われやすい。一方、日本は高い技術力により高付加価値の製
品を開発しており、機能的価値のみに頼らない新たなものづくり体制を構築すればシェ
アを拡大できる力がある。今後はそのような製品開発を実現する人材教育や体制を構築
し、さらにはエネルギー問題等の社会的課題にも対応していく必要がある。

本プロジェクトでは製品に対する顧客や社会の価値に注目し、価値を創造するものづくり
を行うコンセプトデザインと経営戦略の教育・研究を通じて、日本のものづくりの国際競
争力を向上することを目指す。基礎研究から社会実装という従来のリニアな開発モデルで
はなく、価値を創造するスパイラルアップモデルによる製品開発フローを構築することで、
コンセプトデザイン実現に向けた(1)戦略と体制の研究、(2)人材教育、(3)産学連携イン
フラ構築を行い、価値を創造するものづくりの方法の策定と推進を行う。

本プロジェクトでは製品に対する顧客や社会の価値に注目し、価値を創造するものづくり
を行うコンセプトデザインと経営戦略の教育・研究を通じて、日本のものづくりの国際競
争力を向上することを目指す。基礎研究から社会実装という従来のリニアな開発モデルで
はなく、価値を創造するスパイラルアップモデルによる製品開発フローを構築することで、
コンセプトデザイン実現に向けた(1)戦略と体制の研究、(2)人材教育、(3)産学連携イン
フラ構築を行い、価値を創造するものづくりの方法の策定と推進を行う。

東北大学は「実学尊重」の理念のもと、多様な研究人材や東北大ビジネス・インキュベー
ション・プログラム、産学連携ネットワークなどがあり、研究開発リソースが揃っている。
さらに、産学連携インフラの構築を進めおり、資金面でも戦略的研究スタートアップ支援
やTHVP－1号投資事業有限責任組合の支援もあり、実装に向けた体制がある。

東北大学は「実学尊重」の理念のもと、多様な研究人材や東北大ビジネス・インキュベー
ション・プログラム、産学連携ネットワークなどがあり、研究開発リソースが揃っている。
さらに、産学連携インフラの構築を進めおり、資金面でも戦略的研究スタートアップ支援
やTHVP－1号投資事業有限責任組合の支援もあり、実装に向けた体制がある。

ブランド力の高いものづくり戦略と体制を日本に広めることで、日本のものづくりの国際
競争力を向上する。また、経営感覚を身につけ、企画力豊かな人材を輩出する。また、本
プロジェクトで得られた知見を世界に向けて発信し、敬愛される国づくりに貢献する。

工学研究科技術システム専攻や経済学研究科が担当部局となる価値創造センターが中
心となって、地域・行政や産業界と連携しながらプロジェクトを推進する。
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機能的価値の向上のみではシェアを短時間で奪われてしまう

日本のものづくりが直面する大きな壁日本のものづくりが直面する大きな壁

グローバル化の時代では、機能的価値を
高めた工業製品でもすぐに技術レベルを
追い越され、安いコストでシェアを奪わ
れやすい。

日本が得意としてきた機能的価値の向上
だけでは競争に勝ち残るのは難しい

新たなコンセプトで新製品を計画的に投
入し、シェアを拡大する製品開発と経営
戦略が必要。

短時間でシェアを奪われる時代へ
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参照｜ 小川紘一(2009)「製品アーキテクチャのダイナミズムと日本型イノベーション・システム：プロダ
クト・イノベーションからビジネス・モデル・イノベーションへ」『赤門マネジメント・レビュー』 8, 
2, pp. 37-70.
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機能的価値だけに頼らないものづくり体制によりシェアを拡大できる

日本のものづくりのポテンシャル日本のものづくりのポテンシャル

日本は近年、高い技術により高付加価値
の製品を開発することでシェアを拡大し
てきており、この動きを一層加速する必
要がある。

特にモジュール（部材）分野では今なお
シェアが大きく、ものづくり大国としての
ポテンシャルを有する。

日本のものづくりの強みと特徴 日本企業が世界市場で首位の品目
（2016年：調査対象57品目中11品目、数字はシェア%）

参照｜  「日本勢11品目で首位　16年世界シェア調査：素材・部品に強み、成長市場攻略に後れ」 『日
経新聞』2017年6月26日

レンズ交換式カメラ
1位 キヤノン 45.2

マイコン
1位 ルネサス エレクトロニクス 19.6

リチウムイオン電池向けセパレーター
1位 旭化成 19.0 

A3レーザー複写機・複合機
1位 リコー 18.9

中小型液晶パネル
1位 ジャパンディスプレイ 21.9

炭素繊維
1位 東レ 42.0

リチウムイオン電池
1位 パナソニック 22.8

デジタルカメラ
1位 キヤノン 34.6

ＣＭＯＳセンサー
1位 ソニー 47.0

タイヤ
1位 ブリヂストン 14.8

産業用ロボット
1位 ファナック 17.3
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ものづくりに深くかかわるその他の課題ものづくりに深くかかわるその他の課題

社会の変化に対応する新たな体制・戦略と人材育成が必要

新たな人材教育の必要性 社会の課題への対応技術変化への対応

世界的なものづくり体制の変化

知識だけでなく、製品を売れる商品とす
るマーケティング力・企画力・実行力等
を備えた人材育成が求められている

IoT、スマートファクトリー、AI等の新技
術より製造・開発が様変わりし、従来の
ものづくりは構造的な課題に直面している

少子高齢化による労働人口減少や地方
衰退、エネルギー問題等、ものづくりを取
り巻く社会課題にも対応する必要がある

IoT・
スマート
ファクトリー
など
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解決のコンセプト解決のコンセプト

価値を創造する製品コンセプトデザインと経営戦略を実現

ものづくりの戦略と体制、人材育成に「価
値創造」の視点を導入し、価値を創造す
る製品開発を行うコンセプトデザインに
より国際競争力を高める。

顧客が「買ってよかった、持って嬉しい」
といった主観的な価値を感じるような新
製品の設計と経営戦略を実現する。

環境への配慮、よりよい福祉実現等、人
の豊かな未来と幸福に資するという社会
的価値も創造する。

価値を創造するものづくりへ

機能的価値の向上 顧客・社会の価値の創造

!!

機能強化・効率性向上等

1

2
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プロジェクトの目標プロジェクトの目標

30年先の人類社会を見越したものづくりの立案と実践

ものづくりの国際競争力の向上

価値を創造するものづくりの方法の策定と推進

人材教育
どんな人を育てればいいのか

戦略と体制の研究
どんな社会に向けて、何が望まれるのか
社会、政治、経済、世界、環境、倫理、哲学
等を含めた技術動向・市場性、経済性、顧
客ニーズの分析等

小中高大学教育・社会人・シニア職業訓練
等への価値創造ものづくり教育

イノベーション先端試作教育研究の推進

産学連携インフラ構築
どう具体化するのか
企業との共同研究講座や対話の場、オープンラ
ボ、先端的試作研究の場、産学共創の場の構築

自動車、航空機、機械類、電気・半導体、化学・素材、建
設・土木、ITネットワーク、ロボット、医療機器、農水産等

重点技術分野

コンセプトデザインと経営戦略の教育・研究
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価値を創造する製品開発フローの構築価値を創造する製品開発フローの構築

オリジナルな開発フローにより研究・教育・インフラ構築を推進

実用化研究

基礎研究

応用研究

1

2

3

4 社会実装

目標：機能強化・効率化

従来モデル 価値創造のためのスパイラルアップモデル

社会の変化

社会課題
ニーズ

価値創造

コンセプト
デザインの

1 2
3

45

3
45

マーケティング
製品企画
マーケティング
製品企画

試作・開発試作・開発
応用研究応用研究

基礎研究基礎研究

教育・研究・
インフラ構築
の推進

社会実装社会実装
実用化研究実用化研究

6 1

2
6 1

1

2

2
3

45
6

製品1

製品2

製品3

製品Z
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東北大学の強み東北大学の強み

研究、教育、インフラ構築を実現する推進する十分な体制

創立以来の｢実学尊重｣の理念に基づく
教育研究の強み

多様な研究人材
医・工・理・文・経・教育・法など幅広い分野に有能
な研究人材

東北大ビジネス･インキュベ－ション･
プログラム(BIP) 
研究開発成果の事業化･実用化をシ－ムレスに支援す
る東北大学のプログラム

東北の強い産学連携ネットワーク
文科省EDGE-NEXT事業（EARTH on EDGEアン
トレプレナー教育事業（H29-H33年））およびアン
ダーワンルーフ型産学共創拠点との連携

産学連携インフラの構築
企業との共同研究講座や対話の場、オープンラボ、事
業化を企図した「先端的試作研究」の場、MEMSコイ
ンランドリーや産学共創の場を構築

→技術的・経営的側面から優れたものづくりに関する
　戦略を支援

戦略的研究スタートアップ支援（工学研究科）
大型外部資金獲得のため、基本原理の確認や実証、調
査のためのスタートアップ研究費を助成する、工学研
究科独自の仕組み

THVP-1号投資事業有限責任組合
東北大の研究成果を大学発ベンチャーの設立・投資・
育成活動を通じて事業化支援するファンド

東北大学の研究開発リソース 実装に向けた体制構築
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プロジェクトの効果プロジェクトの効果

日本の優れたものづくりで世界をリード

世
界
市
場
の
シ
ェ
ア

世
界
市
場
の
シ
ェ
ア

世界への貢献企画力豊かな
人材の輩出

国際競争力の向上

ブランド力の高い優れたものづくりの戦略と体制を日本に広
め、戦略的に製品サイクルを延伸することで、国際競争力を
向上する

経営感覚を身につけ、技術・製
品開発の戦略を構築できる企
画力豊かな人材を輩出していく

本プロジェクトで得られた知見
を諸外国に向けて発信し、敬愛
される国づくりに貢献する

製品1
製品2
製品3

製品Z

将来 将来

従来のものづくり 価値を創造するものづくり

製品サイクルと
投入時期の最適化
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地域・行政 産業界

価値創造センター

司令塔担当部局・専攻
工学研究科・技術社会シス
テム専攻、経済学研究科

センター長とメンターによるプロジェクトの統括

プロジェクトA
研究者、学生、企業スタッフ、
自治体スタッフ　等

プロジェクトB
研究者、学生、企業スタッフ、
自治体スタッフ　等

プロジェクトZ
研究者、学生、企業スタッフ、
自治体スタッフ　等

情報支援部局
経済学研究科や産学連携ス
タッフによる市場、経済、社会
動向分析等

戦略推進部門
価値を創造する未来創造型経営と製品デザインについ
ての分析と教育実践

研究企画室
リサーチ・アドミニストレー
ター等

仮説検証仮説検証

フィードバックフィードバック

組織体制組織体制
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今後のマイルストーン今後のマイルストーン
心豊かな
社会の実現

2 年後

5 年後

10 年後

30 年後

コンセプト経営教育
の実施（人材育成）

価値創造センター設立
価値創造教育研究プロセス研究の基盤整備

産官学民共創エコシステム※の場形成
プラットフォーム構築

真の豊かさを提供する技術・製品創出を加速
価値創造プロセスの見直し

世界の人々の心と生活を
豊かにする社会の実現

参加企業１０社以上

参加企業３０社以上

世界の価値創造拠点へ

※ エコシステムとは、産学官金融等の組織が業界や国境を超え研究・
商品開発・事業活動等で広く共存共栄できるビジネスの連携関係の
仕組みを、自然界の生態系になぞらえて呼称した言葉


